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大
根
島
で
三
百
年
の
歴
史
を
誇
る�

高
貴
な
花�

「
牡
丹
の
由
来
」�

「
薬
用
人
参
の
由
来
」�

大
根
島
の
牡
丹
は
約
三
百
年
前
、

全
隆
寺
住
職
が
遠
州
（
静
岡
県
）

可
睡
斎
（
寺
名
）
か
ら
薬
用
と
し

て
持
ち
帰
り
、
境
内
に
植
え
た
の

が
最
初
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
明
治
時
代
に
薬
用
人
参
製

造
業
者
が
商
用
の
帰
途
、
大
阪
池

田
地
方
か
ら
持
ち
帰
っ
た
上
方
牡

丹
が
農
家
に
普
及
し
、
さ
ら
に
改

良
を
重
ね
、
多
く
の
品
種
を
生
産

す
る
に
至
っ
た
。
昭
和
三
十
年
〜

五
十
年
頃
ま
で
行
商
に
よ
っ
て
全

国
各
地
へ
牡
丹
が
届
け
ら
れ
た
。

現
在
、
年
間
一
五
〇
万
本
が
生
産

さ
れ
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海
外
に

も
輸
出
さ
れ
世
界
有
数
の
生
産
地

に
発
展
し
た
。�

牡
丹
開
花
時
期
（
四
月
下
旬

〜
五
月
上
旬
）
に
開
催
さ
れ
る
「
大

根
島
ぼ
た
ん
祭
」
の
一
環
で
、
切
花

品
評
会
が
行
わ
れ
る
。
生
産
者
が
愛

情
を
注
い
で
咲
か
せ
た
今
年
一
番
の

花
が
出
品
さ
れ
、
新
品
種
や
優
秀
な

牡
丹
の
表
彰
が
行
わ
れ
る
。
毎
年
、

三
〇
〇
〜
三
五
〇
本
の
切
花
が
揃
う

の
は
こ
の
時
期
だ
け
な
の
で
ぜ
ひ
と

も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。�

●
牡
丹
の
館�

日
本
庭
園
由
志
園
内
に

あ
り
、
年
間
を
通
し
て

大
輪
の
牡
丹
が
鑑
賞
で

き
る
。�

●
中
国
牡
丹
園�

貴
重
な
品
種
が
数
多
く

あ
る
。
中
国
牡
丹
の
開

花
は
日
本
の
も
の
よ
り

少
し
早
く
、
四
月
上
旬

か
ら
咲
き
始
め
、
中
国

固
有
の
原
種
に
近
い
も

の
ま
で
、
一
望
に
見
渡

せ
る
景
観
は
こ
こ
だ
け

で
あ
る
。�

■
雲
州
人
参�

全
国
で
も
有
数
の
生
産
地
、
大
根
島
で
は
古

く
か
ら
収
穫
し
た
人
参
を
保
存
の
き
く
紅
参

に
加
工
し
国
内
外
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
加

工
に
は
、
白
参
と
紅
参
が
あ
り
、
白
参
は
四

年
か
ら
五
年
を
か
け
て
生
育
し
た
根
の
皮
を

剥
ぎ
、
生
に
乾
燥
さ
せ
た
も
の
。
紅
参
は
、

六
年
を
か
け
て
生
育
し
た
根
を
表
皮
の
ま
ま

蒸
気
で
蒸
し
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
す
。
白
参

に
比
べ
て
紅
参
は
、
人
参
サ
ポ
ニ
ン
が
多
く
、

保
存
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。�

●
島
石�

黒
褐
色
で
小
さ
な
穴
が
多
数
あ
る
玄

武
岩
で
あ
る
。
硬
く
丈
夫
な
性
質
の

た
め
、
石
材
と
し
て
優
れ
て
い
る
。

出
雲
地
方
で
は
石
垣
な
ど
の
建
材
と

し
て
珍
重
さ
れ
、
現
在
で
は
貴
重
な

石
材
と
な
っ
て
い
る
。�

●
国
指
定
特
別
天
然
記
念
物

　
幽
鬼
洞�

熔
岩
流
の
末
端
で
火
山
性
の

ガ
ス
が
抜
け
て
で
き
た
も
の

で
あ
る
。
リ
ン
グ
状
の
熔
岩

洞
窟
で
、
国
指
定
の
特
別
天

然
記
念
物
で
あ
る
。�

●
国
指
定
天
然
記
念
物
　�

　
竜
渓
洞�

昔
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た

熔
岩
洞
窟
で
あ
る
。
岩
肌
に
は

熔
岩
流
の
跡
が
直
線
状
に
あ
ざ

や
か
に
残
っ
て
い
る
。
洞
窟
の
中

で
火
口
の
様
子
が
確
認
で
き
る
。

自
然
観
察
指
導
員
の
案
内
で
見

学
で
き
る
。�

大
根
島�

ぼ
た
ん
祭�

四
月
下
旬�

　
〜
五
月
上
旬�
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遅江　当楽寺�

波入　地蔵堂�

二子　興福寺�

寺津　地蔵堂�

縄状熔岩�

亀尻　法福寺�

馬渡　長福寺�

江島　阿弥陀堂�

入江　正福寺� 人参の実�●島根県自然観察指導員　門脇和也　TEL090-3178-2483

人参畑�

長寿楽� 花王�

笊日本庭園由志園�
250品種の牡丹が咲き、四季折々の花が咲く山陰最大
級の池泉回遊式日本庭園。また「牡丹の館」では一年

を通して牡丹が鑑賞出来る。�
【住所：松江市八束町波入1260-2　電話：0852-76-2255】�
笆大根島本陣�
大根島の西端に位置する牡丹園で、天然の荒々しさが残る熔岩
庭園と、彩り豊かな牡丹がおりなす景色は大根島の歴史を感じ
させる。�
【住所：松江市八束町入江441-1　電話：0852-76-3399】�
笳大根島牡丹園�
大根島の中央にあり大山を望むことが出来る。牡丹と芍薬の庭園
は４月上旬から６月下旬まで開園している。�
【住所：松江市八束町入江152　電話：0852-76-3214】�
笘江島牡丹園�
１本の株から５～７色の花が咲く「五色牡丹」は、ここでしか見
ることができなく、訪れる人を魅了している。約500品種の牡丹
が日本庭園に彩りを添えている。�
【住所：松江市八束町江島167-1　電話：0852-76-2254】�

●ぼたん園�

雲
州
人
参
の
里�

「
大
根
島
の
成
り
立
ち
」�

高
麗
人
参
が
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
日
本
に

伝
わ
っ
た
の
は
奈
良
時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
が
、
江
戸
時
代
に
八
代
将
軍
徳
川
吉

宗
は
各
親
藩
に
お
種
人
参
を
頒
布
し
た
。

松
江
藩
も
財
政
を
補
う
事
業
と
し
て
大
根

島
な
ど
で
薬
用
人
参
を
栽
培
し
た
。
特
に

大
根
島
の
人
参
根
は
本
場
高
麗
人
参
に
並
ぶ

世
界
最
高
級
品
と
評
価
を
受
け
、
粉
末
や
エ

キ
ス
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
漢
方
薬

や
料
理
に
幅
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
、
今
で
は
、

人
参
酒
、
石
鹸
、
美
容
液
な
ど
多
く
の
製
品

が
あ
る
。�

大
根
島
は
、
火
山
の
島
で

あ
る
。
地
下
に
は
モ
グ
ラ

の
巣
の
よ
う
な
大
小
無
数

の
熔
岩
洞
窟
が
無
数
に
存

在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

実
は
こ
の
熔
岩
洞
窟
は
、

熔
岩
が
流
れ
た
跡
で
あ
る
。

現
在
、
人
が
中
に
入
る
こ

と
が
で
き
る
熔
岩
洞
窟
は
、

幽
鬼
洞
と
竜
渓
洞
の
み
で

あ
る
。
大
根
島
の
熔
岩
洞

窟
は
、
国
内
で
二
番
目
に

古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。�

「
弘
法
大
師
の
由
来
」�

天
保
年
間
に
池
内
弥
之
助
が
四
国
よ
り
弘
法
大
師
を
勧
請
し
、
順
次
各

堂
庵
に
大
師
像
を
安
置
し
た
た
め
、
民
間
の
大
師
信
仰
が
盛
ん
と
な
り
、

旧
暦
三
月
二
十
一
日
に
は
、
島
内
外
よ
り
多
く
の
巡
礼
者
で
賑
わ
っ
た
。

現
在
も
島
内
に
十
八
の
堂
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
弘
法
さ
ん
が
祀
ら
れ
、

四
月
二
十
一
日
に
は
「
弘
法
さ
ん
」
の
縁
日
と
し
て
各
堂
で
も
世
話
人

が
巡
拝
者
に
茶
菓
の
接
待
を
す
る
。
寺
津
の
地
蔵
堂
に
は
「
妖
怪
伝
説
」

が
あ
る
。
波
入
地
蔵
堂
の
境
内
に
は
「
閻
魔
大
王
」
を
祀
る
十
王
堂
の

跡
が
あ
り
刑
罰
の
場
で
あ
っ
た
と
い
う
。� え

ん
ま�

は
ん 

ぷ�


